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国際女性デーを記念して  

 

毎年 ３月 ８日は国際女性デー。女性への差別撤廃と地位向上を求める日 として、

1975 年 に国連により制定 されました。今回国際女性デーを記念 して、フェミニズ

ムに関心のあるＹＷＣＡのユース、藤原聖帆 （ふじわら みほ・東京 ＹＷＣＡ運営委

員 ）と山口慧子 （やまぐち さとこ・日本 ＹＷＣＡ職員 ）が、ジェンダーやフェミニズム、

そして若い女性のエンパワメント、ＹＷＣＡの意義について話 しました。 

 

ジェンダーって？  フェミニズムって？  

藤原  国際 女 性 デー はま だ 日 本で 認 知 度 が低 い け ど 、女性 の 権利 や フ ェ

ミニ ズ ム につ い て 考 える き っ かけ に な っ てい く と いい よ ね 。 でも 、 そも

そも フ ェ ミニ ズ ム と かジ ェ ン ダー っ て 誤 解さ れ が ちじ ゃ な い ？  

山口  そう だ よ ね。ジェ ン ダ ーは「 男は 仕事 、女は 家 事」や「男 は 度胸 、

女は 愛 嬌 」の よ う な 、社 会 や 文化 の 中 で つく ら れ た性 の こ と 。そ れ に対

し て フ ェ ミ ニ ズ ム を 一言 で 言 うと 、個 々 人で 好 み や能 力 は 異 なっ て いる

のに 、 そ の多 様 な あ り方 を 否 定し て 、 ジ ェン ダ ー に基 づ き 優 劣関 係 をつ

くる 社 会 に対 し て NO！ を 突き つ け る思 想や 運 動 のこ と 。  

ただ し 、 フェ ミ ニ ズ ムは 時 代 や場 所 に よ って 変 化 して き た か ら、 単純

化し て 語 るの は 危 険 なん だ よ ね 。19 世 紀 には 、女 性 参政 権 運 動に 見 られ

るよ う な、男 性 と平 等の 市 民 権を 求 め る 運動 が 行 われ て い た のに 対 し て、

その 後 、 男性 優 位 の 社会 の あ り方 自 体 を 問い 直 す フェ ミ ニ ズ ムも 誕 生し

たん だ 。こ の 頃に は 、DV や「 男 は 仕 事 、女は 家 事 」と いっ た 性別 役 割 分

業な ど 、 家庭 内 の こ とだ と 片 付け ら れ て きた 問 題 が、 実 は 社 会に お ける

男女 の 不 平等 な 権 力 関係 を 反 映し て い る こと が 明 らか に さ れ て。 そ の時

に「 個 人 的な こ と は 政治 的 な こと 」 と い うス ロ ー ガン も 生 ま れた ん だ 。  

また 、 この 3、 40 年 で、 主 流 派の フ ェ ミ ニズ ム の 中で 見 落 と され てき

た問 題 （ 例え ば 、 有 色人 女 性 やセ ク シ ュ アル ・ マ イノ リ テ ィ の女 性 に固

有の 問 題 ）に 向 き 合 う流 れ が 生ま れ て き たん だ 。 近年 の フ ェ ミニ ズ ムの

特徴 と し て、 私 はイ ンタ ー セ クシ ョ ナ ル なこ と が 挙げ ら れ る と思 う 。 イ

ン タ ー セ ク シ ョ ナ リ テ ィ と い う の は 、 一 つ の 社 会 に お け る 、 人 種 や 性 、

宗教 、 階 級、 性 的 志 向、 障 が いの 有 無 な どを 理 由 とす る 差 別 や抑 圧 が 、

相互 に 関 連し て 生 じ ると い う こと 。 例 え るな ら 、 安倍 政 権 下 にお い て、

大多 数 の 女性 だ け で なく 、 在 日外 国 人 や 子ど も へ の抑 圧 が さ ら に 強 まっ

てい る よ うな 状 況 だ ね。  



藤 原  社 会 の 中 で 弱 い 立 場 に あ る 人 た ち に 寄 り 添 う Ｙ Ｗ Ｃ Ａ に と っ て

も、 イ ン ター セ ク シ ョナ リ テ ィは 大 切 な 概念 と 言 える ね 。  

 

「個人的なことは政治的なこと」  

山口  とこ ろ で 、フ ェミ ニ ズ ムや ジ ェ ン ダー に 興 味を も っ た きっ か けっ

て何 だ っ た？  

藤原  大学 か ら 共学 だっ た こ とは き っ か けの 一 つ かも 。中 高 が女 子 校 で

自分 た ち のこ と は 自 分で す る のが 当 た り 前だ っ た 環境 か ら 、 大学 で は性

別役 割 分 業が 求 め ら れる よ う にな っ て 。 学園 祭 の 時に 男 性 は テン ト の組

み立 て を、女 性は 料 理の 準 備 を分 担 さ せ られ た こ とに 、「 何 で？ 」って 疑

問を 抱 い て。その 時 、「 女 性 は こう あ る べき 」みた い なス テ レオ タ イ プを

感じ た 。 そう い う さ さい な こ とか ら 「 女 性」 や 「 女ら し さ 」 に疑 問 を抱

くよ う に なっ て 、 大 学院 入 る 時に ロ ン グ に伸 ば し てい た 髪 を バッ サ リ切

った 。 結 局、 切 っ て も女 の ま まだ っ た け ど、 周 り の反 応 が 人 によ っ て違

うこ と を 知れ た の は 大き な 収 穫だ っ た 。 例え ば 、 私の 髪 型 を 見て 「 かっ

こい い ね 」と い う 女 の子 と 、 否定 的 な 意 味で 「 男 の子 み た い 」と い う女

の子 の 反 応が あ っ て 、５ 、 ６ 歳な の に ジ ェン ダ ー の刷 り 込 み が強 く て驚

いた 。  

山口  若い 時 っ て居 場所 が 家 と学 校 だ け の人 が 大 半で 、得 ら れる 情 報 が

限ら れ て い る 分 、 メ ディ ア が 発信 す る ジ ェン ダ ー の刷 り 込 み が強 く なり

がち だ よ ね。 私 が 子 ども だ っ た時 も 、 ピ ンク が 好 きだ っ た し 、お 姫 様に

憧れ た し 、大 学 で は 文系 を 選 択し た し 。  

山 口  個 人 的 な こ と か ら 政 治 や 社 会 レ ベ ル で ジ ェ ン ダ ー の 問 題 に 関 心

を も っ た のは 、 い つ ？  

藤 原  2015 年 に タ イ で 行 わ れ た 世 界 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ 総 会 に 参 加 し た こ と が 大

きか っ た 。世 界 Ｙ Ｗ ＣＡ は 堂 々と 、 ジ ェ ンダ ー 平 等の 達 成 を ビジ ョ ンに

掲げ て い たん だ よ ね 。総 会 で は多 く の 刺 激を 受 け たけ ど 、 特 に「 若 い女

性の リ ー ダー シ ッ プ 」に 興 味 をも っ て 、 それ で オ ース ト ラ リ アの ア デレ

ー ド Ｙ Ｗ ＣＡ に 1 年 学び に 行 くこ と を 決 意し た 。 実際 に 行 っ てみ る と、

日本 の 女 性が 置 か れ てい る 現 状を 客 観 的 に見 る こ とが で き て 、日 本 でも

ジェ ン ダ ー平 等 の た めに 働 き かけ て い く 必要 性 を 感じ た よ 。  

山口  なる ほ ど 。個 人的 な 経 験か ら し か 政治 的 な 問題 へ の 気 づき は 生ま

れな い の かも ね 。 個 人的 な 違 和感 と か 、 当た り 前 だと 思 っ て いた 事 柄を

丁寧 に 考 え直 し て い くこ と が 、若 い 女 性 のエ ン パ ワメ ン ト を 進め て いく

際に 、 重 要な の か も 。  

 



女性のエンパワメント理論  

山 口  話 は 少 し ず れ る ん だ け ど 、 学 生 時 代 、「 社 会 運 動 を 通 じ た 女 性 の

エン パ ワ メン ト 」 に つい て 調 べて い た こ とが あ る の 。 そ の 時 に、 カ ナダ

国際 開 発 庁や ユ ニ セ フと い っ た国 際 機 関 でも 用 い られ て い る 、サ ラ ・ロ

ング ウ ェ の「 女 性 の エン パ ワ メン ト ・ フ レー ム ワ ーク 」 に つ いて 知 った

んだ 。そ こで は 、女 性 の エ ン パ ワ メ ン ト には ① 基 本的 ニ ー ズ の充 足 、②

アク セ ス 、③ 意 識 化 、④ 参 加 、⑤ コ ン ト ロー ル が 必須 だ と さ れて い た。

そし て 、 ①か ら ⑤ が 全て 満 た され る と 、 女性 が 大 きく エ ン パ ワー さ れた

と見 な さ れる ん だ （ 表参 照 ）。  

それ で 藤 原さ ん の 話 に戻 る と 、③ の 意 識 化が 、 タ ーニ ン グ ポ イン トに

なっ た ん じゃ な い か と思 っ て 。個 人 的 な 出来 事 や 世界 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ 総 会 への

出席 が き っか け で 獲 得し た ③ の意 識 化 を 経て 、 ④ にあ た る ア クシ ョ ンを

実施 し て いる し 、 意 思決 定 機 関の 運 営 委 員と し て 活動 し て い るこ と は⑤

に関 わ る よね 。 も ち ろん 、 私 自身 が い ま 現場 で 働 いて い る と 、一 人 ひと

りの エ ン パワ メ ン ト のあ り 方 や方 法 を そ う単 純 化 でき な い と も感 じ るけ

ど、 ③ の 意識 化 の プ ロセ ス に 丁寧 に 寄 り 添う こ と で、 そ の 後 の④ 行 動や

⑤コ ン ト ロー ル が、自発 的 に 行わ れ る 可 能性 が 高 くな る の で はな い か な。 

藤原  ＹＷ Ｃ Ａ の特 徴の 1 つ は、 会 員運 動と い う こと だ よ ね 。ト ッ プダ

ウン で 上 から の 指 示 に従 っ て 動く ん じ ゃ なく て 、 地域 Ｙ Ｗ Ｃ Ａ っ て いう

現 場 で 一 人ひ と り が 問題 意 識 を育 て て 、 足元 か ら 変化 を 起 こ して い く草

の根 形 の 運動 は 、 ③ の意 識 化 を効 果 的 に 実施 で き る運 動 の あ り方 な のか

も 。  

 

私が思うＹＷＣＡの意義  

山口  私が す ご いな 、っ て 思う の は、 多 くの 世 界 的な リ ー ダ ーが 社 会 問

題に 関 心 をも っ た き っか け に 、若 い 時 の ＹＷ Ｃ Ａ との 出 会 い を挙 げ てい

るこ と 。 プム ズ ィ レ ・ム ラ ン ボ =ヌ クカ UN Women 事 務 局 長 も、 そ の 一人

なん だ っ て。 中 高 生 と共 に 学 びや ア ク シ ョン が で きる NGO っ て少 な いか

ら、 貴 重 だと 思 う 。  

また 、若い 女 性 や少 女の 団 体 だか ら こ そ 、 セ ー フ ス ペ ー ス を 確保 し て

いく こ と の意 味 も 大 きい と 感 じる 。 奨 学 金問 題 や リベ ン ジ ポ ルノ 、 いじ

めな ど 、 若い 女 性 を 弱い 立 場 にお と し め る社 会 的 な課 題 は と ても 多 いよ

ね。 彼 女 たち が 安 心 して 過 ご せ、 一 人 ひ とり の 声 がき ち ん と 聞か れ る場

所を 守 る こと は 、 こ の暴 力 社 会の 中 で で きる 重 要 な平 和 活 動 だと 思 う。  

藤原  そう だ ね。 あ と、 若 い女 性 や 少女 の意 識 化 のた め に、 しっ か り ア

ドボ カ シ ー活 動 を 行 い、 Ｙ Ｗ ＣＡ が 向 か って い く 方向 を 示 し 続け る こと



も大 切 だ よね 。  

フェ ミ ニ ズム や ジ ェ ンダ ー は 、 イ ン ク ル ーシ ブ な （ 全 て の 人 を公 平に

受け 入 れ る ） 社 会 の 創造 を 目 指す 女 性 団 体に 重 要 な視 点 。 こ れか ら の会

員活 動 や 、 プ ロ グ ラ ムで も 大 切に し て い きた い ね 。  

まと め  藤原 聖 帆  

 

 

 

サラ・ロングウェの「女性のエンパワメント・フレームワーク」  

①基本的ニーズの充足 収 入 の向 上 や栄 養 状 態 の改 善 といった、女 性 の基 本 的 ニーズに応 える段 階  

②アクセス 教 育 や情 報 、研 修 などのサービスや利 益 へのアクセスがある段 階  

③意識化  女 性 を差 別 ・抑 圧 する社 会 構 造 についての気 づきを得 る段 階  

④参加  意 識 化 された女 性 が差 別 構 造 に対 し、行 動 する段 階  

⑤コントロール 意 思 決 定 に関 わり、女 性 が資 源 へのアクセスを直 接 コントロールする段 階  

 


